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	応用
	抗原情報
	背景
	テロメアの二本鎖5'-TTAGGG-3'リピートに結合し、テロメアの維持と染色体の端から端までの融合に対する保護において中心的な役割を果たします。テロメアDNA結合役割に加えて、シェルタリン複合体、TERF2IP/RAP1、DCLRE1B/Apolloなど、テロメア保護に必要な多くの因子と酵素をリクルートするために必要です。テロメアの二本鎖5'-TTAGGG-3'リピートに結合し、テロメアの維持と染色体の端から端までの融合に対する保護において中心的な役割を果たします。テロメアDNA結合役割に加えて、シェルタリン複合体、TERF2IP/RAP1、DCLRE1B/Apolloなど、テロメア保護に必要な多くの因子と酵素をリクルートするために必要です。シェルタリン複合体（テロソーム）の構成要素で、テロメアの長さと保護の調節に関与しています。シェルタリンは、テロメラーゼによって付加される二本鎖 5'-TTAGGG-3' リピートの配列と会合し、染色体末端を保護します。シェルタリンの保護活性がないと、テロメアは DNA 損傷監視から隠蔽されなくなり、染色体末端は DNA 修復経路によって不適切に処理されます。DCLRE1B/Apollo とともに、末端テロメアに 3' 一本鎖オーバーハングを生成することで、テロメアループ（T ループ）形成に重要な役割を果たします。T ループは、染色体末端を分解や修復から保護すると考えられています。DCLRE1B/Apollo をテロメアにリクルートし、DCLRE1B/Apollo のエキソヌクレアーゼ活性を活性化するために必要です。ポジティブスーパーコイル DNA に優先的に結合します。 DCLRE1B/Apolloと連携して、フォーク通過中のテロメア複製に必要なDNAトポイソメラーゼ（TOP1、TOP2A、TOP2B）の量を制御し、異常なテロメアトポロジーの形成を阻止します。TERF2IP/RAP1をテロメアにリクルートすることで、テロメア長に影響を与える相同組換え修復（HDR）の抑制に関与します。
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	Jurkat 細胞溶解物中の TRF2 発現のウェスタン ブロット分析。

